
　　株式会社MBS企画は準キー局、毎日放送

（MBS）のグループ企業で、昭和43年に設立さ

れ、当初は株式会社ミリカ音楽出版という社名で

放送番組に伴って発生する音楽の著作権の管

理業務を行っていた。

　現在はテレビ、ラジオの放送番組の制作をはじ

め、番組制作のノウハウを活かしたＣＭ制作、代

理店業務、プロモーションビデオの制作なども

行っている。また、番組から派生した商品の販売

なども行っており、関西ではMBSのキャラクター

「らいよんチャン」のグッズなどがなじみ深い。ほか

に番組関連のイベントや音楽イベントの開催、企

業の信頼性を活かしたハウジング事業など、現在

はあらゆる媒体を使った事業を展開。社内には91

名の社員のほか、フリーランスのクリエイターをは

じめさまざまな外部のスタッフが出入りする。

 同社も含めたメディア業界はよくも悪しくも注目

度の高い分野であり、華やかに見える反面、小さ

なトラブルや不祥事でも社会からの批判の矢面

に立たされることが多い。従って厳格なコンプラ

イアンスや内部統制が求められ、社内の体制や

情報管理などにも力を入れる必要がある。MBS

グループでは各社の意識とコンプライアンス向

上のため、グループ全体で情報セキュリティ研

修や放送基準などの番組制作に関する講習を

実施している。

　社内の意識向上を図る一方、より効率的で

信頼性の高い情報管理の徹底することを目的と

し て 、 2 0 0 8 年 2 月 、 テ レ ビ 業 界 で は 初 め て

AssetView GOLD A（PC資産管理）を導入した。

今回はその経緯や導入効果について総務経理

部部長待遇の石川勝宏氏と同部の谷口舞佑子

氏にお話を伺った。

「テレビ業界は多方面で厳しい目にさらされて

います。コンプライアンスはもちろんですが、情

報流出を防ぐなどの必要性からPCそのものの

管理はもちろん、ソフトの管理まで厳重な取り扱

いが求められます。」と石川氏。

　同社では全体で約100台のクライアントPCを所

有 し て い る が 、 そ の 管 理 に 苦 慮 し て い た 。

AssetView GOLD A導入以前は、社員にそれぞ



れのPCにインストールされているソフトウェアの

明細をプリントアウトさせ、提出させていた。しか

し、放送業界独特の勤務形態が、このようなPC

資産管理体制をいっそう困難にしていた。一番

大きな問題点は勤務時間が不規則な点である。

例えば、深夜や早朝のラジオ番組を担当してい

るスタッフは、日勤の社員が退社してから出勤

し、夜中に準備を始めてオンエアに臨まなけれ

ばならない。彼らが反省会を済ませて帰ったこ

ろに日勤の社員が出勤するといった状況で、働

いている時間帯も場所も違う環境で顔を合わせ

る機会もなく、システム管理どころか、コミュニ

ケーションすらとれない社員もいたという。また、

担当部署は総務や経理なども担当していたた

め、システム管理だけに専念できない状況だっ

た。それを補うためにもIT資産管理ツールを導

入する必要があったのだ。

　

　資産管理ツールの導入にあたってはまずウェ

ブサイトで検索し、機能面やコスト面から4、5社

を候補として挙げた。その後スペックやコストパ

フォーマンスなどを比較検討した結果、評価機

でテスト稼働するところまで至ったのはAssetView

GOLD Aのみだった。

その理由について、石川氏は次のように話す。

「AssetView GOLDは比較検討した製品の中で

もっともコストパフォーマンスに優れていました。

多機能がパッケージングされた他社製品には不

要な機能も含まれていますが、Asse tV i ew 

GOLDは必要な機能だけを購入できるうえ、将

来ほかの機能が必要になったときには追加でき

る拡張性もあります。また、自治体などの公的機

関でも導入されるなど、信頼性と実績でも他社

製品を凌いでいました。さらに大阪にハンモック

の拠点があり、トラブルの発生時にも迅速にサ

ポートしてもらえる安心感や、以前から弊社と取

引のあるキヤノンが代理店という信頼感があっ

たのも導入理由の一つです。」

　IT資産管理ツールの導入は社員にも快く受け

入れられた。従来から研修をはじめ情報セキュ

リティ教育が十分に行われていたこともその背

景にはあると考えられる。

「AssetView GOLD導入以前からのセキュリティ

教育が功を奏し、ファイル交換ソフトを使うなど

の不適切な行動は見られませんでしたが、今回

の導入によって社員に監視されているという意

識が高まり、再度メンタル面の引き締めができた

と考えています。」と谷口氏は評価する。

また、IT資産管理ソフトを導入したことをMBSグ

ループ内の役員会で報告したことにより、コンプ

ライアンスや内部統制に対する意識の高さを印

象づけることができたという。コストを投入して資

産管理体制を整備したことが、グループ内だけ

でなく対外的にも評価を上げているという実感も

あるようだ。

　AssetView GOLD Aの導入によって課題だった

資産管理はようやく一段落し、当初の目的は達

成することができた。これを機に、より魅力的な

ホームページで情報を発信しようと、2008年12月

にはホームページをリニューアルすると共に新し

い会社案内も制作するなど、負担が軽減された

分その他の業務への注力も可能となった。

　AssetView GOLD AはPCのハードウェア情報、

ソフトウェア資産を把握し、資産管理を効率的に

するソフトである。また、ライセンス管理機能に

よってソフトウェアの購入数と使用数を把握し、ソ

フトウェア資産を有効活用したり、不正コピーを

防止する効果もある。

「AssetView GOLD導入によって、一定の効果は

上がっていますが、それだけで安心していては

だめだと考えています。放送局は個人情報の取

り扱いをはじめセキュリティ管理が非常に厳重で

すが、当社のような制作系の会社もそれに準じた

情報管理を要求されるため、今後はAssetView 

GOLD Aの機能をさらに活用してセキュリティを

向上させたいと考えています。例えばアンケート

機能を利用した資産管理台帳とPCの整合性を

確認や、社員への告知はスタンパー機能の活用

など、目的用途に応じた活用方法で管理体制を

一層充実させていきたいと考えています。」と、石

川氏は決意も新たに締めくくった。


